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令和元年度 富士章受章スカウト県知事表敬訪問
2020年3月25日㈬　静岡県庁特別第２会議室にて

知事、スカウトへ思いを語る

スカウト代表挨拶

受章記念盾の授与

村松理事長の挨拶

令和元年度富士章受章スカウト喜びのことば
受章者の皆さんおめでとうございます

井口　佳晃 三島地区　三島第５団
富士章を取得できたのは、これま
で活動を支えてくれた多くの指導
者や家族、仲間のおかげです。今後
は自らが良き手本となり、後輩ス
カウト達の手助けをするととも
に、自分自身も成長出来るよう努
力して行きます。

青野　隆一 志太地区　大井川第3団
富士章を受章できたのは、隊長方
が親身になって私を支えてくれた
おかげです。今までの経験をこれ
からに活かし感謝の心を持って、
恥の無いようにさらなる成長を目
指していきたいと思います。

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 三島地区　三島第５団　
名誉ある富士章を取得できたこと
を、本当に嬉しく思います。今後の
活動で、支えてくれた指導者や親、
自他団の仲間への感謝を返せるよ
うに、引き続き自己研鑽を重ね、成
長していきたいと思います。

飯田　和大 三島地区　三島第５団　
支えてくれた指導者や家族、友人
のお陰で富士章を取得することが
出来ました。これからは、かつての
自分のように富士章に憧れる後輩
の手本となるよう、よりいっそう
努力していきます。

和田葉瑠香 富士地区　富士第9団
受験勉強と富士章への挑戦の両立
は大変な時もありましたが、隊長を
はじめとした様々な方に支えて頂
き、最後まで頑張り抜くことができ
ました。これからも富士章という誇
りと責任を胸に、より一層スカウト
活動に励みたいと思います。

外山　　航 富士地区　富士第9団
富士章取得に際し、多くの方と話をする機会が増
えました。そんな時私はいつも「ちかいとおきて」
を思い出すようにしています。「礼儀正しく、誠実
で、仲間を信じ、感謝を忘れない」このことばを支
えに今後も精進していきたいと思います。いろい
ろな面から支えてくれた指導者の方々、家族、仲
間のみんな、本当にありがとうございました。

齊藤　沙那 志太地区　焼津第1団
私が富士章を取得できたのは、本
当に支えて下さった周りの方々の
おかげであり、心から感謝してい
ます。ここまでスカウト活動を続
けてきて本当に良かったです。

長島　陽菜 浜松地区　浜松第7団
視覚障害があり、一度は困難と言われ
ていた富士章取得。大変なことも多々
あった中で「諦めず最後までやり抜く
大切さ」を学び、壁を乗り越えて取得で
きたその章と達成感は私にとって最
高の宝物です。今後もスカウトの手本
になれるよう、努力し続けたいです。

太田　達也 浜松地区　浜松第7団
富士章という大きな目標を達成する
ことができて本当に嬉しく思います。
つらく感じることもありましたが、
応援してくれた指導者、仲間達、家
族に感謝しています。これからは富
士スカウトの名に恥じない良きスカ
ウト、良き指導者になっていきます。

中嶋みと葉 浜松地区　浜松第12団
富士スカウト章の取得、全国スカウト
フォーラムへの参加、2度目のＷＳＪへ
の参加など充実した経験をした4年間。
これらの経験を今後のスカウティン
グ、人生で活かしていきます。部活動で
忙しかった私を支援して下さった親、
仲間、指導者に感謝申し上げます。

袴田　　僚 浜松東地区　浜松第24団
５歳から13年間に亘って続けてきた活動。ただ
楽しいだけで参加していましたが、今となって
は自分を大きく成長させ、素晴らしい仲間と出
会う場になりました。富士章を取るに至るまで
多くの人にお世話になりました。これまでの経
験を自分の未来にそして未来の子供たちのた
めに生かしていこうと思います。

柴田　慶紀 静岡地区　静岡第22団
この章はここまで支えてくださっ
た両親や仲間たちのお陰で受章出
来ました。今後は自衛官として｢神
と国とに誠を尽くし、おきてを守り
｣、｢いつも他の人々を助け｣、｢体を
強くし心を健やかに徳を養い｣勤務
していこうと思います。

　令和元年度の富士章スカウトの県知事
表敬訪問が行われました。受章スカウト
12名のうち８名と村松理事長ほか県連役
員が出席しました。受章スカウト代表とし
て浜松12団の中嶋みと葉さんが川勝県知
事に「この章を取得するうえで自己への理
解を深め、仲間や指導者、そして家族の支
援の大切さを知り、これがスカウティング
における最上点ではなく、社会に出るため
のスタートラインに立った証であると
思っています。今後はスカウト活動におい
ても、人生においても、これまでの出逢いと学びを活かして更なる成長をしていきます。そしてお世話
になった方々、地域、社会に感謝し、また世界に貢献していく人間になっていきたいと思います」と喜
びと将来への決意を伝えました。この後、静岡県連盟の連盟長でもある川勝県知事から受章記念の盾
がスカウト一人一人に手渡され、出席者全員で記念撮影が行われました。

受章記念盾の授与
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2019年度日本連盟トレーナー研究集会2019年度日本連盟トレーナー研究集会
日時：2020年2月2日㈰　場所：静岡県青少年会館

トレーニングチームディレクター 岡村　資和
　２月より全国各地で開催される、日本連盟トレー
ナー研究集会が、２月２日に日本連盟の栗田ディレク
ターを迎え、静岡県青少年会館を会場に開催されまし
た。静岡県連盟では、毎年「中部ブロック静岡会場」とし
て開催をしています。静岡県連盟所属のリーダート
レーナー12名、副リーダートレーナー26名、県外15名の
参加者がありました。2019（令和元年）年度日本連盟指
導者養成関係事業の主な取り組みの報告、令和２年度指導者養成関連事業の取り組みの予定に
ついて伝達され、成人指導者の支援をより良いものにするため、トレーニーニングチーム全体
の底上げと活性化を目指し研究をしました。また、令和２年度に改定されるボーイスカウト講
習会の主旨とセッション内容について説明があり、講習会運営の注意点や、セッション展開の
ポイントなどが改訂された運営ハンドブックに沿って説明されました。
　研究テーマを「トレーナーの質の向上」として７つのグループに分かれ、「講習会のセッショ
ンの展開方法」「スキルトレーニングに」ついてグループ研究をしました。講習会については、
セッション内容の深い理解と展開方法について検討し、講習会の目的を達成するために、参加
者へどのように伝えるか具体的に考えました。スキルトレーニングについては、教える立場の
自己スキルを確認し、スカウトに提供するプログラムの質的・量的向上にスカウトスキルを活
用するための方法を話し合いました。

日本連盟 栗田ディレクター
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　2020年１月19日、本年度も無事Facebook活用講座を開催することができました。本年度は
19名の参加と、例年にも増して多くのみなさんにご参加いただきました。
　現在、国内における個人でのインターネットの利用率は80％を超えており、年を追うごと
に我々の生活におけるウェブの重要性は増しています。いまや多くの個人や団体がウェブ上
にサイトを持っている時代となりました。
　そのような時勢の中で各団でもウェブを
使用した広報活動を展開しなければなりま
せん。そこでSNSを使用したウェブ戦略を
数年前から組織拡充・広報委員会ではこの講
座を通してお伝えしてきました。開設の仕方
から始まり、ウェブを使用するうえでの注意
点はもちろん、より訴求力の高い投稿方法な
ど講座ではお伝えしました。
　来年度はSNS活用講座として名称を少し
変更して、より広い視野でウェブ戦略につい
てお伝えしていきたいと思います。西部での
開催を予定していますので、多くの皆様の参
加をお待ちしております。
　次回の講座でお会いしましょう！

組拡広報委員ＳＮＳ担当：西尾　崇伸

Facebook活用講座Facebook活用講座
日時：2020年1月19日㈰　場所：静岡市中央体育館青少年研修センター
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志太地区BP祭
志太地区 大井川第3団 カブ隊 隊長 冨田　泰広

　令和元年度、三島地区ＢＰ祭が２月16日（日）に三島
市中郷文化プラザで278名の参加にて開催されました。
　当日は雨天気でしたが多くの参加者が有り安心しまし
た。開催にあたっては各団順番で場所の設定やアトラク
ションなど地区プログラム委員会、地区コミッショナーグ
ループと協力し行っています。受付はベンチャースカウト
が行い、第一部式典では、司会をローバー隊の２人が担
当し地区３役の挨拶や優秀スカウト、友情章、功労指導

◆スカウトの感想
　・料理カードがたくさん種類があって良かった
　・人数が多くて迫力があった
　・事前にやったお札づくり（通貨の作成）が楽しかった
　・クイズの答えが難しかったけど楽しかった
　・いろんな国のことがわかって良かった
　・スカウトがいっぱいいて楽しかった

　どこの団でも悩んでいるであろうスカウトの『少子化問題』。
　志太地区の各団でもこの問題に頭を悩ませており、
とりわけカブスカウト部門では少人数ゆえに1組しか組編
成が行えず、段々と活動の規模がコンパクトになって
いってしまう事も…。
　そこで志太地区のカブスカウト部門では、数年前から
ビーバースカウト部門と合同で『地区合同隊集会』を企
画し、毎年工夫を凝らしたプログラムを行っています。
　普段よりも大勢で行う活動を通して『志太地区にはこ
んなにもたくさんの仲間がいるんだよ！』と言う事をスカウト
たちに知ってもらい、新たな仲間との交流や、スカウト活
動への良い刺激になってくれる事を目標にしています。
　今回の合同隊集会は『ワールドカフェに行こう！』と題し
て、世界の国々について調べ、その国の文化や言語・
通貨などを楽しく学ぶプログラムを行いました。スカウト達
は事前に指定された世界ジャンボリー開催国10ヵ国の
国旗や国の場所・人口・首都の名前等を調べて勉強し、
合同隊集会当日は各国のブースをまわって事前に調べ
た問題にチャレンジします。問題に正解するとその国の

『通貨』が貰えます。この通貨は、事前にスカウト達が自
分で作ったオリジナルの通貨です。
　最終的にその通貨を会場に設けられた『ワールドカ
フェ』に持って行くと、その国の名物料理が描かれた『料
理カード』が手に入ります。また、問題が解けないスカウト
達のために『お助けヒントコーナー』も設けました。
　活動が始まるとスカウト達は一斉に各国のブースに散

らばって行き、事前
に勉強してきた知
識を活かしてスラス
ラと答えるスカウトも
いれば、何度もヒン
トコーナーを往復す
るスカウト達も…。中でもワールドカフェは大人気で、常に
スカウト達が各国の料理カードの交換に長蛇の列を作っ
ていました。
　今回は事前に準備する料理カード等がとても多く、短
い準備期間の中で用意するのは大変でした。また、本
来の予定では屋外にて開催する予定だったのですが、
直前に荒天の予報になったため急遽会場を屋内に変
更しての開催となりました。急な会場変更の手配や、現
場での変更対応等で大きな混乱なく開催出来た事は
流石ボーイスカウト活動に身を置いている指導者達だな
と感心しました。
　スカウト達も普段とは違う大勢での活動にテンションが
上がりっぱなしでワイワイと楽しく活動をしていました。ス
カウト同士で手に入れた料理カードを見せ合ったり、楽し
く交流できていたと思います。また、指導者と言う立場か
らも、他団の指導者の指導方法や考え方に触れる事が
出来て良い刺激となりました。
　これからも地区内のボーイスカウト活動の更なる活性
化を目指して、お互いに協力して切磋琢磨していける活
動を行っていきたいと思います。

三島地区BP祭
三島地区 三島第3団 地区委員長 藤田　和夫

者の表彰や菊、富士章スカウトの顕彰などを行いました。
　第２部はアトラクションで当番団の三島第３団のボーイ
隊吉利君（トランペット）、ベンチャー隊杉橋 君（エレクトー
ン）、団委員佐野さん（トランペット）３人のミニコンサートを
行いました。終盤ではヒット曲のパプリカを披露、ビーバー、
カブのスカウト達がステージに出て踊り歌い会場を賑や
かせました。今までに無い愉快で楽しいＢＰ祭になりまし
た。

ミニコンサート 献花

菊章・富士章受章者表彰

土山地区協議会長

献灯

日時：2月16日㈰
会場：藤枝市瀬戸谷地区交流センター

日時：2月16日㈰
会場：三島市中郷文化プラザ
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志太地区BP祭
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講 師：荒井久美子 さん

発達障がい児スカウティング研修会発達障がい児スカウティング研修会

　今回は小学校における通級指導教室で長年、発達障が
いのある児童への指導を行っている荒井久美子教諭で
す。通級指導教室は、比較的障害の程度の軽い子どもが、
通常の学級に在籍しながらその子の障がい特性にあった
個別の指導を受けるための教室です。荒井久美子さんは
焼津第1団ベンチャー隊の副長さんでもあり、お子さんた
ちもスカウト経験者です。今回の研修テーマは「支援が必
要なスカウトとのかかわり方」です。
　講義は、「普通」とはなんだろう？という問いかけから
はじまりました。「普通」とは大多数の側をさすことが多
く少数派は「普通ではない」と分類されて理解されにくい
ものです。人はみな自分を「普通」と感じています。自分と
似たものは受け入れやすいが、自分と違うものは受け入
れにくい。多数派ではない考え方や行動は他人に理解さ
れにくいという制約の中で生きているということになり
ます。参加者の個人ワークでは「指導者がスカウトに対し
て困ったなと思ったエピソード」を出してもらいました。
次は一つのエピソードに対する解釈（理由）をできるだけ
たくさん書き出してもらいました。さらにその場面にお
ける、必要だと思われる具体的な支援の方法を考えても
らいました。グループで課題を共有したあと全体でも内
容を共有しました。困ったスカウトは実は困っているス
カウト。指導者を困らせるのではなくどうしていいかわ
からなくて困っているスカウト。だから支援が必要です。
指導者として様々な対応を、その子の特性に合わせた的
確な支援が必要とされます。実践を重ねて学んでいかな
くてはなりません。

開催日：令和２年２月９日（日）　会　場：静岡県青少年会館大ホール
参　加：３６名（隊指導者、団指導者）

セーフフロムハーム安全委員長　脇坂　英子
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《若き指導者》
第５回

浜松第 24 団ローバー隊 隊長　鈴木　亮介
　小学生の頃に浜松第24団のカブ隊に入隊して以来、正直こ
こまで長くボーイスカウト活動を続けるとは思ってもいませ
んでした。ここまで続けてこられたのは、単純にボーイスカウ
トという活動が好きだったからだと思います。
　大学卒業後、指導者としてこの活動に関わるようになって
いったのも、大好きなこの活動で得たものを伝えていきたい
と思ったからでした。ただ、実際に指導者としてこの活動に関
わりはじめると、今まで分かっていたようでボーイスカウト
のことを何も分かっていなかったんだと感じました。それ以
降は、貪欲にもっと様々なことを勉強したいという思いで、研
修所や実修所へ参加したり、自己研鑽を重ね、気が付けば地区
の副コミッショナーとなり、研修所のスタッフをやらせてい
ただくような立場となりました。自分の団以外の多くのリーダーの先輩方と関わらせていただく中で、より
深いく広い見識を得る機会をいただくこともできました。
　そんな自分も指導者として10年以上が経過し、30代後半となり、徐々に若いとも言っていられなくなりま
した。今後は、今まで得た様々な経験をもとに、より自分の団の為に還元できるよう取り組んでいき、浜松第
24団の将来の為に、自分が果たせる役割を担っていきたいと思います。



『うみの環境しらべ隊』にさんかしたよ
清水地区　清水第７団 ビーバー隊　緒方　蒼真

　ぼくは、１月25 日に『うみの環境しらべ隊』にさ
んかしました。
　こうしの先生のお話をきいた後、みんなで三ほの
海がんに行って、ごみのちょうさをしました。そして、
ひろってきた小さいプラスチックごみを入れて、万
げきょうを作りました。ぼくが作った万げきょうを
のぞいたら、花みたいな形になって、きれいでした。

　その後、ミズウオのかい
ぼうをしました。ミズウオ
のおなかの中からごみが出
てこないといいなと思って
いたけれど、プラスチック
のひもみたいなごみが出て
きてしまって、かなしくな
りました。
　こうしの先生が、
　「このままだと、20 年後に
は、海の生きものぜんぶの

おもさより、ごみの方がおもくなってしまう。」と教
えてくれました。
　ぼくは、学校の友だちにも、ごみのすて方には気を
つけようと話していきたいと思っています。

　お正月がおわってさいしょの日よう日にはままつ
スポーツセンターでスケートをしました。はじめて
だったのでさいしょは大人にくつのはきかたをおし
えてもらってからリンクにむかいました。リンクに
入るときはとてもドキドキしたけど、さいしょにお
もっていたよりもうまくこおりの上に立てたのでよ
かったです。いっしょにいったカブたいの人たちは
とてもうまくすべっていたので、ぼくもはやくおな
じくらいうまくすべれるようになりたいとおもいま
した。
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おいしかった芋煮
掛川・袋井地区 掛川第２団　カブ隊　石川　昭裕

　１月19 日に、みんなで
おもちつきをしました。早
く行ったので、のぼりば
たをぼうにつける手伝い
をしました。
　まず、ボーイさんと大
人が、むしたもち米をき
ねでぎゅうぎゅうつぶし
ているのを見ました。ボ
ーイさんも大人もみんな
で力を合わせてやってい
たので、かんどうしました。
　やっと、ぼくたちのば
んがきました。さいしょは、
そんなにおもくないと思

っていたけど、きねはけっこう重かったです。
　やっとおもちがつけて食べてみたら、とてもおいし
くて、れいわ２年で１ばんめにおなかがいっぱいにな
りました。
　みんなで力を合わせておもちつきができたのでよ
かったです。

　ぼくは、文珠寺に行き、芋煮会をやりました。大根、
ねぎ、えび芋を使いました。大根とねぎは大人が切っ
たりしてくれて、えびいもはぼくたちがたん当しま
した。
　初めに皮をむきます。えびいもは、すごくねばねば

みんなで たのしいおもちつき
スケートにいったよ !

掛川・袋井地区　掛川第２団 ビーバー隊　橋本　健介
浜松地区　浜松第７団 ビーバー隊　村松　大和



　2 月22 日。今日はボーイスカウトの生みの親であ
るベーデン・パウエルの誕生日でした。　ぼく達島
田第４団ではこれをお祝いし、ベーデン・パウエル
について学んだり、世界の国々の料理を作りました。
　まずは隊長からベーデン・パウエルの生い立ちや
これまでの活動のお話を聞きしました。その中でぼ
くが１番印象に残っているところは最初は20 人の
少年とで行っていた実験キャンプが今では世界中
に広がり日本に伝わってからもうすぐ100 年になる
ということです。聞けば聞くほどベーデン・パウエ
ルをもっともっと知りたい気持ちが強くなりました。

　ぼくは毎日家でゲームばかりしていて、ほとんど
外で遊びませんでした。小学校でもらったカブスカ
ウトのチラシを見たお母さんに「やってみたら？」
と言われ、まよったけれど、習いごともしていないし、
月1 回しかないからいいか…と思い入隊しました。
　カブスカウトの活動は行く前はめんどくさいと思
うけど、カブの友達も出来たので行ってからは楽し
いです。
　電車で出かけたり、なぞときゲームやクリスマス
会も楽しいです。
　特にキャンプは家では行かないし、1 年目のもち
つきも貴重な体験が出来たと思います。
　そして気がついたら、ぼくは毎回出席していて組
長になりました。なので今後も続けていきたいなと
思っています。

　次に世界の国々の料理はポトフ、ミートソースパ
スタ、レタスサラダを作りました。みんなで協力して
野菜を切ったり、具材をにこんだりしたのでとても
おいしくできてよかったです。これからも今日学ん
だことを活かしてボーイスカウト活動をかんばりた
いと思います。

　2020 年１月11 日から13 日の２泊３日で耐寒キャ
ンプを行いました。まずは準備です。寒さの中で上手
く寝られるか心配だから、寝袋を２枚重ねで用意し
携帯カイロを沢山とハイキング装備、キャンピング
装備等を用意しました。
　当日は思ったより気温が高く、これも地球温暖化
の影響かなぁと思いました。ところが夜になると気
温がぐんぐん下がりました。
さて、夜ご飯の準備です。隊長からの指示で炊事場
をブル－シ－トで囲いました。暖かくて作業がしや
すかったです。
　１日目のメニュ－はカレ－とナン、２日目は肉と
ポトフを作りとてもおいしかったです。寒い中で食
べる温かい食べ物は格別でした。
　２日目、キャンプの途中で成人式の奉仕活動をし
ました。私も立派な成人になれるかな?と思いました。
　最終日はテントやブル－シ－トをたたみ清掃後解
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B-P祭で学んだこと

カブスカウトの事

島田地区 島田第４団　カブ隊　塚本　彩雅

富士宮地区　富士宮第 25団　カブ隊　櫻井　　蓮

していて、気持ち悪かったです。それを百こ以上むき
ました。えび芋がたくさんあったので、みんなでたべ
きれるのかなあと思いました。そして、みんなで作っ
た芋煮を食べました。
　味はちょうどよくて、さっぱりしていて、とてもお
いしかったです。えび芋はやわらかくて、口の中でと
ろけるようでした。今回の芋煮会はお寺のおしょう
さんが材料をいろいろ用意してくれたので感しゃし
ています。みんなで作った芋煮は、思い出になりまし
た。今度は、自分の家でも芋煮を作ってみたいです。

耐寒キャンプを経験して
伊東地区　伊東第 5団ボ－イ隊　鬼頭　　亨



と、「エレクトーン」を演奏してくれました。トラン
ペットは、「アラジンの曲」や「３月９日」などを吹い
てくれました。とてもいい音がしてきれいでした。エ
レクトーンは、「下町ロケットのテーマ曲」などをひ
いてくれて、いろいろな音がいっしょに出てかっこ
いいなと思いました。最後は３人が「パプリカ」を演
奏してくれたので、みんなでおどって、とてももり上
がりました。
　ぼくは、来年のＢＰ祭もおもしろいものが見たい
なと思いました。

　ぼくは、地区のＢＰ祭で「ちかいの言葉」を言うと
いう役をやりました。
　本番では、少しきんちょうしたけどまちがえずに
できました。
　ＢＰ祭の後は、三島第３団の、ボーイ隊とベン
チャー隊のせんぱいと団委員の人が「トランペット」

散となりました。
　帰り道でこの耐寒キャンプを終えていろいろな経
験をして少し大人になったかな? と思いました。
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水辺の楽校で野鳥観察

活動の一瞬

富士宮地区　富士宮第 22団ビーバー隊副長　院南　五月

三島地区　函南第２団　団委員長　白井　豊章

　隊集会前、ＢＶＳリーダー達は野鳥の観察会に参
加しました。そこで双眼鏡の使用方法や鳥の種類の
見分け方のポイントを学び、たくさんの野鳥を実際
に見て興奮！この感動をぜひスカウト達に伝えたい
と隊集会に臨みました。
　隊集会の当日、水辺の楽校の池に到着すると…い
ました！たくさんの水鳥。早速双眼鏡の使い方から
教わるスカウト達。図鑑と照らし合わせながら観察
しました。鳥達を驚かさないように小声で話し、一生
懸命双眼鏡を覗き込むスカウト達の眼差しは真剣
です。残念ながらカワセミには会えませんでしたが、
カルガモ、マガモ、キ
ンクロハジロ、オシド
リはじっくりと観察
できました。
　今回スカウトが野
鳥に興味を持ついい
機会となり、良かった
なあと実感するとと
もに、リーダーとして
野鳥の知識を深めて
おき、いつでもスカウ
トの興味に応えられ
るようにしたいと思
いました。

　餅つきの準備をしていたのですが、「ガラパゴス・
ゾウガメ」というリーダーの声のあと、ざわめき、そ
して大きな笑い声、振り向いたわたくしに保護者も

BP祭に参加して

忘年キャンプ

三島地区　三島第３団ボ－イ隊　久原　誠仁

富士地区　富士第 9団 ボーイ隊　嶋田　琉星
　12 月の1 泊2日のキャンプでは、おかざり作りを
しました。団委員さんに一つ一つ、ていねいに教わり
ながら作りました。途中、失敗しながらも、全員最後
まで作ることができました。自分で作ったおかざり
は、お店で買ったものよりは質素だったけれども、自
分で最初から作ったからこそ、玄関にかざったから
こそ、かざった時はとてもうれしかったです。
　キャンプの最後は、ビーバー隊やカブ隊、団委員、
保護者みんなで主な活動場所である田子地区の清
掃活動を行ないました。普段ではあまり気にする事
のない道でも、たくさんのゴミがありました。どんな
に小さなゴミでも、あつめるとかなりの量になりま
した。少しでも街をきれいにして新年を迎えること
ができてよかったです。
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日本連盟 100 周年に向けて思うこと

熱海市民駅伝に参加しました

磐田地区　磐田第 11 団　団委員長　琴岡　義久

伊東地区　熱海第 11団　団委員長　大山　正晃

　最近、日本連盟100 周年に向けての準備が始まっ
ておりますが、私も昔の資料を整理したところ、保管
箱にアメリカ連盟100 周年記念グッズがありました
( 添付写真)。これらは、ボストンに住む同じ会社のア
メリカ人から頂いた物です。その彼と、以前私がア
メリカに出張した際、ボーイスカウト活動について
話す機会があり、指導者として活動を続けていると
話すと「Great ！( 素晴らしい)」とほめて下さり、そ
れだけで交友が深まりました。残念ながら日本では、

「物好きだね。よくやるねぇ?!」と揶揄されますが、こ
の差はいったい何なのでしょう。ボーイスカウト運
動の創始者：ベーデンパウエル卿の言葉に、「家庭に
あっては良き家庭人、社会にあっては良き社会人、世
界にあっては良き世界人になれ！」とあります。この
言葉に従い我々指導者は、家庭を大切にして社会に
貢献し、世界に目を向けていくバランス感覚を養っ
ていく必要があると思っております。もちろん私も、
これから100 周年に向けて、良き家庭人＆世界人と
なれるよう努力していきたいと思います。

　第16 回熱海市民駅伝競走大会が開催されました。
熱海第11 団は今年もゴールテープを担当しました。
市長、教育長以下小中校の先生方も含む多くの市民
の皆さんが応援されますので、スカウト達の制服で
の奉仕の姿を皆さんにお見せ出来る絶好の機会で
す。ゴール付近に設置した黄色のスカウト活動中の
ぼり旗を熱海市議会議員の米山秀夫さんが目ざとく
撮影しフェースブックにお褒めの言葉とともにアッ
プしてくださいました。

　アンカーは小学男子の走区です。大いに健闘し4
位でゴールに駆け込んだ当団スカウトを同級生のス
カウトがゴールテープで迎える感動のシーンもあり
ました。

参加して行われているゲームで、手を繋いだみんな
の笑顔が目に映りました。この一瞬は当団が活動拠
点として、倉庫も設置させていただいている、間宮区
にある「神明神社」で毎年行わる団行事の「2 団の
集い」でのことです。この瞬間が、あるから活動を長
く続けてこられたのだと改めて思い、こんな瞬間を
見せてくれる、スカウト、リーダーは勿論ですが、こ
の活動を理解し、協力してくれる保護者、地域の皆さ
んに、改めて常に感謝の心を忘れずにいなければと
思い直しました。そうそう、大事な指導者仲間も、一
番大切な家族への感謝も忘れてはいませんよ。
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友
情
章

氏　　名 地　　区 所　　属
志 太
志 太
浜 松
沼 駿
沼 駿
沼 駿
伊 東
伊 東
伊 東
伊 東
静 岡
志 太
志 太
浜 松 東
島 田
志 太
志 太

地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区
地 区

焼 津 第 5 団
焼 津 第 5 団
浜 名 第 1 団
長 泉 第 2 団
長 泉 第 2 団
沼 津 第 4 団
伊 東 第 5 団
伊 東 第 5 団
伊 東 第 5 団
伊 東 第 5 団

静 岡 第 2 7 団
大 井 川 第 3 団
大 井 川 第 3 団
浜 松 第 3 0 団
島 田 第 5 団
焼 津 第 1 団
焼 津 第 1 団

C S
C S
B V S
B V S
C S
B V S
C S
C S
C S
C S
B V S
C S
B V S
B S
B S
C S
C S

隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊
隊

渡 邉 　 真 杜
大 塚 　 晃 聖
松 本 憲 史 郎
LE　TUNGLAM
山 瀬 由 季 乃
大 竹 　 利 空
長 島 　 美 澄
鈴 木 　 理 子
太 田 　 幸 佑
稲 葉 　 早 羽
髙 田 　 理 帆
川 村 　 大 進
川 村 　 悠 進
上 村 　   駿
西 川 　 瑞 基
松 浦 　 秀 介
今 本 　 空 良

組織拡充・広報委員会令和2年３月度「友情章」顕彰者名簿

おめでとう！！17名の仲間が
友情章を授与されました。

「友情章」は、君の友達に「スカウトになろうよ！」と言って、友達がスカウトに入るともらえる章です。
記念品は上のネームプレートがもらえるよ。次は君が友達を紹介して「友情章」をゲットしよう！

　友情章はスカウトが新しく仲間に入る友達を隊長に紹介すると静岡県連から顕
彰され、副賞としてネームプレートを贈呈する静岡県独自の制度です。保護者の皆
様も知り合いのかたを隊長に紹介頂き、スカウトとして登録されますとお子様に
ネームプレートが授与されます。ご協力頂ければ幸いです。
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マスコミ（新聞・雑誌）に掲載された“スカウト活動の記事”を紹介します。

コーナーコーナーマスコミマスコミ

8伊豆新聞
　令和2年1月7日㈫ 朝刊に掲載

8日刊スポーツ静岡版
　令和2年4月2日㈭ 朝刊に掲載

8伊豆新聞　令和2年1月14日㈫ 朝刊に掲載

8静岡新聞　令和元年12月22日㈰ 朝刊に掲載

8静岡新聞　令和2年3月27日㈮ 朝刊に掲載

8静岡新聞　令和元年12月23日㈪ 朝刊に掲載

4静岡市老人クラブ機関誌
　令和2年1月発行

※いろいろな所にボーイスカウトの活動が新聞雑誌、ネットなどに掲載されているのを見つけた方は静岡県連まで御一報ください。
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編 集 日 記
　年度末は新型コロナウイルス問題で様々なイ
ベントが中止・延期となり大変でした。新年度
の活動開始とともに「たちばな」も前年度以上
に充実した内容を目指します。皆様からのご意
見・情報及び取材依頼を県連事務局までお寄せ
下さいますようお願い致します。
　　　　広報「たちばな」編集部 杉山　文朗

お詫び：たちばな 158 号記事の中で所属団・隊の誤記がありました。謹んでお詫び申し上げます。以下の通り訂正させて頂きます。
　　　　8 頁 / 三島第 3 団⇒三島第 5 団　10 頁・12 頁 / 三島第 5 団ボーイ隊 酒井舞華⇒三島第 5 団ベンチャー隊 酒井舞華

令和２年度 定時総会・表彰式、交歓会

指導者養成事業の中止および延期
（新型コロナウイルス感染への対応）

● 日　時：令和２年６月６日（土）
　　10 時 30 分 組織拡充大会　11 時 30 分 表彰・総会受付開始
　　12 時 30 分 表彰式　　　　13 時 45 分 定時総会
　　17 時 00 分 交歓会 会場：なすび
● 会　場：清水テルサ　静岡市清水区島崎町２２３

＊地区・団の代表者１名は、必ずご出席をお願いします。

お し ら せ コ ー ナ ー

浜松東地区　浜松第11団カブ隊隊長　　大石　　護
　３ＴＣのシンボルマーク募集で最優秀賞を受賞頂きました。今回3度目の
開催という『３』をデザインしたボーイスカウトサインを中央に描き、囲む東
海4県の特徴を色で表現しました。愛知県は織田信長や名古屋グランパスの
赤、岐阜県は飛騨高山など山をイメージした緑、三重県は自然の豊かさと人
の温かさを象徴したオレンジ、そして静岡県はお茶と富士山を表現する緑と
青。これらを赤・青・緑・オレンジの4色にまとめました。自分にとっても思い

出に残るデザインを共有して頂ければ嬉しいです。

　静岡県の入賞者　・最優秀賞　浜松第 11 団カブ隊 隊長　　　大石　　護
　　　　　　　　　・佳　　作　静岡第 27 団ベンチャー隊　　　池谷　紀美

３ＴＣデザイン受賞作品紹介

定時総会のご案内及び指導者養成事業の延期について

指導者養成事業（導入訓練課程、基礎訓練課程、上級訓練課程）は
4月1日㈬～5月17日㈰までの間は中止とし、それ以降に延期致します。


